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145 144

19 27 45 47
63 69 25

54 67

0
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H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

単独 補助 降雪量

●冬期における安全で快適な道路交通の確保
・冬期交通確保のための除排雪の充実

【道内全域における除排雪の充実、雪寒機械の更新・増強（小樽市など）】

・鉄道駅周辺・中心市街地・通学路などを中心とした歩道除排雪の充実
【道内全域】

・地吹雪・雪崩対策など、冬に強い道路施設等の整備
【国道44号根室防雪（根室市）、国道238号紋別防雪（湧別町・紋別市）、

国道272号上春別防雪（別海町）、江別奈井江線（新篠津村）、稚内幌延線（稚内市）など】
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主な要望箇所

冬期交通確保のための除排雪の充実や地吹雪・雪崩対策など冬期における安全で
快適な道路交通の確保

持続可能な社会・経済の形成

車両のすれ違いが困難 見通しの悪い横断歩道

車が見えな
いよぉ

すれ違え
ない!!

危険!!

【大雪の状況】
0

200

400

600

800

1,000

更新台数22台

約3割

全体台数
1,084台

未更新
台数
359台

令和3年度（2021年度）

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1,000

更新台数
222台

（R3～R13累計）

未更新
台数
690台

全体台数
1,084台

要更新機械が約6割に増加

（10年後）
令和13年度(2031年度）

単位︓㎝

単位︓億円

※R4の除雪費は単価の変動を考慮した過去5ヶ年の平均値から算出した⾒込額

109
119

137

163 158

136

199
211

134

206

17,720 

18,640 

19,260 

19,720 

19,900

21,060

17,000

18,000

19,000

20,000

21,000

22,000

H29 H30 R1 R2 R3 R4

除雪労務平均（北海道）

除雪労務︓特殊作業員、普通作業員、
運転⼿（特殊・⼀般）、⼟⽊⼀般世話役

5年前と⽐べて約2割増

単位︓円

【冬に強い道路施設等の整備】
▼根室半島線（根室市）

防雪柵設置による視程障害解消地吹雪による視程障害

▼除雪が滞った場合の道路利用者への影響▼保有除雪機械の経過年数

▼除雪予算の推移と予算の内訳（H25～R4）
▼公共工事労務単価は年々上昇

防雪柵の整備状況（R4.3末時点） N=190

【道路防災総点検(地吹雪】

北海道建設部調べ



●自然豊かな水辺環境の整備・保全

・河道の連続性に配慮した砂防施設の整備 【セブ川（新冠町）、居辺川（上士幌町）など】

・ラムサール条約登録湿地等における自然再生事業の推進

【釧路湿原・ヌマオロ地区（標茶町）・幌呂地区（鶴居村）、

夕張川（南幌町）、久著呂川（標茶町、鶴居村）など】

・良好な水辺環境の保全・創出を推進

【漁川（恵庭市）、網走川（網走市）、十勝川（帯広市）、

利根別川（岩見沢市）、松倉川（函館市）など】

・緑豊かな水辺環境に配慮した砂防施設の整備
【蒜沢川（函館市、七飯町）など】

・在来植生に配慮した急傾斜地崩壊防止施設の整備 【留萌南町４丁目２地区（留萌市）など】

【良好な水辺環境の創出】
▼釧路湿原への土砂流出防止対策（久著呂川）

く ち ょ ろ

◎自然豊かな水辺環境づくり

おりべがわ

にんにくざわがわ

【ラムサール条約登録湿地の保全】
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▼漁川（恵庭市）

主な要望箇所

河川環境の再生や自然に配慮した河川・砂防施設の整備など自然豊かな水辺環境
の整備・保全

土砂調整地の整備
⇒釧路湿原への流入

土砂量を軽減

釧路湿原へ

川幅を拡げ流れを
緩めて土砂を捕捉

工事後もタンチョウ、エゾシカが生息

土砂調整地

と ね べつがわ

持続可能な社会・経済の形成

くちょろがわ

【河道の連続性に配慮した砂防施設の整備】

施工直後

【在来植生に配慮した急傾斜地崩壊防止施設】
▼セブ川（新冠町） ▼留萌南町４丁目２地区（留萌市）

施工直後

植生回復状況

【緑豊かな水辺環境に配慮した遊砂地】

河道の連続性に配慮し、
スリットを設置。

施工直後

施工後3年

寄せ石
寄せ石により澪筋を形成し、自然な
水際や川の流れの変化に配慮。

いざりがわ

しべちゃ ほろろ

いざりがわ

▼蒜沢川（函館市、七飯町）



快適な広域観光を支える観光拠点へのアクセス道路などの整備

【広大な北海道の観光地をつなぐ交通ネットワーク整備を図り観光立国の実現に貢献】

●安心で快適な旅ができる交通ネットワークの整備

・観光拠点へのアクセス道路の整備

【北海道縦貫自動車道（七飯藤城～大沼公園間）(再掲)、

倶知安余市道路（国道５号）(再掲)、日高自動車道（日高厚賀～東静内間）(再掲) 、
旭川十勝道路 富良野北道路（中富良野町、富良野市） (再掲) 

旭川十勝道路 旭川東神楽道路（旭川市・東神楽町） (再掲) 、洞爺湖登別線（壮瞥町)など】

◎広域観光を支えるネットワークづくり
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主な要望箇所

ひがしかぐら

持続可能な社会・経済の形成

釧路

帯広札幌

⼩樽

北⾒

苫⼩牧

江別

10万⼈以上の都市
主な観光地

⾼規格道路開通区間

函館

⾼規格道路未開通区間

然別湖
⼗勝岳連⼭

阿寒湖

知床岬
知床五湖

野付半島

霧多布湿原

⼩清⽔原⽣花園

摩周湖

屈斜路湖

ｵﾎｰﾂｸ海沿岸の流氷

襟裳岬

網⾛監獄

開陽台

納沙布岬

硫⻩⼭

温根沼

静内⼆⼗間道路
ｻﾗﾌﾞﾚｯﾄﾞ銀座

愛国・幸福

宗⾕岬礼⽂島桃岩付近の
⾼⼭植物群落

利尻⼭・利尻島
サロベツ原野

天塩川

天⼈峡

天売島海⿃繁殖地

富良野ﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰ畑
美瑛の丘

北防波堤ドーム

ｸｯﾁｬﾛ湖

層雲峡
⼤雪⼭

⾬⻯沼湿原

⼤通公園

旭⼭動物園

積丹
余市

⻩⾦岬

ルスツ
ニセコアンヌプリ

北⻯ひまわり畑

⼩樽運河

⽀笏湖

札幌雪まつり・YOSAKOIｿｰﾗﾝ祭り

⽺蹄⼭

有珠⼭
洞爺湖

登別温泉
駒ヶ岳

五稜郭跡
⼤沼鴎島

函館⼭と市街地

⼤雪森のｶﾞｰﾃﾞﾝ
上野ﾌｧｰﾑ

⾵のｶﾞｰﾃﾞﾝ

⼗勝千年の森 真鍋庭園
⼗勝ﾋﾙｽﾞ紫⽵ｶﾞｰﾃﾞﾝ

六花の森

利尻・礼文・サロベツ国立公園ニセコスキー場 オホーツク海の流氷 知床国立公園（世界自然遺産）

北海道・北東北の縄文遺跡群

大船遺跡

ウポポイ（民族共生象徴空間）

広域観光周遊ルート
「⽇本のてっぺん。
きた北海道ルート。」

ウポポイ

函館山からの夜景
（世界三大夜景）

阿寒摩周国立公園ラベンダー畑（中富良野町） サイクリングロード（トカプチ400）

広域観光周遊ルート
「アジアの宝
悠久の⾃然美への道
ひがし北・海・道」

釧路湿原

旭川

くっちゃん



【北海道縦貫自動車道開通による観光振興】
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持続可能な社会・経済の形成

事業中区間
七飯藤代IC

～大沼公園IC

北海道縦貫自動車道の開通で、

道南の観光客数（特に外国人観光客）

が年々増加

（H20からH30にかけて約11倍増加） 道外観光客の来函

北海道・北東北の縄文遺跡群
（令和３年７月２７日 世界遺産登録）

札幌市

道央

道外観光客の来道

民族共生象徴空間
ウポポイ

（令和２年７月１２日オープン）

資料：（公財）アイヌ民族文化財団

事業中区間
倶知安IC(仮)～余市IC

未着手区間
黒松内IC～蘭越IC(仮)

計画段階評価を進める
ための調査
蘭越IC(仮)～倶知安IC (仮) ニセコ・小樽方面

道南

（万人泊）

■道南の外国人観光客の推移

資料：北海道観光入込客数報告書

約１１倍

ニセコスキー場

道南地域の中心都市である函館市は、札幌市などと高規格道路で結ばれていない。
沿線にはアイヌ文化の復興・発展の拠点である「ウポポイ」や、世界文化遺産に登録された「北海道・

北東北の縄文遺跡群」など多くの観光資源があり、北海道縦貫自動車道の整備により、道内外からの
アクセス性が向上し、当該地域の更なる観光活性化が期待される。

函館市

日高地域の観光地への主要なアクセスルートとしては日高自動車道が利用されており、日高門別
ＩＣ～日高厚賀ＩＣ間開通により、「しずない桜まつり」等では過去 高の来訪者を記録している。

また、日高地域は、競走馬出荷頭数が全国シェア8割、夏いちごの道外への出荷割合も約8割を占め、
当該事業の整備により、さらなる観光アクセスの向上や物流の効率化が期待される。

⽇⾼⾨別IC〜⽇⾼厚賀IC
平成30年度 開通

Ｌ=14.2km

事業中区間
⽇⾼厚賀IC〜東静内IC（仮）

（計画段階評価完了
新規事業化を⽬指す）

計画段階評価区間
東静内〜三⽯

しずない桜まつり 優駿浦河桜まつり

新千歳空港

苫⼩牧港 ⽇⾼地域
79.5％

胆振地域
17.9％

⼗勝地域
0.3％

都府県合計
2.3％

令和元年度
全国

競⾛⾺⽣産頭数
7,390頭

資料︓令和3年度⾺関係資料（農林⽔産省）

全国シェア
約８割が⽇⾼

⽇⾼地域産は
全量を関東へ出荷

資料︓「令和2年度
農畜産物及び加⼯⾷品の移出実態調査結果報告書」

令和元年度
道産いちご
道外出荷量

207.2t

⽇⾼地域産
78％

その他
道産22％

関東
89.9％

東海
6.6％

近畿
4.1％

東北
3.2％

【日高自動車道延伸による観光アクセスの向上、物流の効率化】
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ゼロカーボン北海道の実現

北方型住宅の普及推進や環境負荷の少ない交通・物流基盤の構築な
ど、ゼロカーボン北海道の実現に向けた取組への支援の充実が必要。

●住宅・建築物の脱炭素化の推進

・脱炭素社会の実現に向けた高断熱・高気密な北方型住宅の普及推進や公営住宅の整備
【北方型住宅：みどり野きた住まいるヴィレッジ(道、南幌町、関係団体)(再掲)

道営住宅：（仮称）日新町団地(苫小牧市)(再掲)、市町村営住宅：茶内団地（浜中町)(再掲)など】

・公共建築物の脱炭素化の推進
【道有施設：北海道消防学校、室蘭建設管理部苫小牧出張所など】

●環境負荷の少ない交通・物流基盤の構築

・環境負荷の少ない交通・物流基盤の構築
【道路事業：永山東光線（旭川市）(再掲)、道道札幌恵庭自転車道線（北広島市）、

旭川十勝道路 旭川東神楽道路（旭川市・東神楽町）(再掲)など】

・次世代自動車の充電施設の導入拡大 【道内全域】

●吸収源対策と気候変動の適応に関する取組の推進

・ブルーカーボンの拡大に向けた取組の推進 【治水事業：虎杖浜海岸（白老町）(再掲) 】

・気候変動の適応に関する流域治水等の取組の推進

【治水事業：古丹別川（苫前町）（再掲） 、安平川（下流工区）(苫小牧市) （再掲） 、

望月寒川（札幌市）（再掲）など】

・伐採木を活用したバイオマス発電 【道内全域】

主な取り組み

◎インフラ分野の脱炭素化

■住宅・建築物の脱炭素化の推進

・高い省エネルギー性能と省ＣＯ２性能を
有する北方型住宅の普及推進

・モデル住宅団地の全道展開
・省エネルギー性能の見える化や再生可能

エネルギーの導入拡大のための技術開発

【北方型住宅の普及推進】
断熱性能の向上！

省エネ化の推進！

住宅性能等の見える化！

こじょうはま

北方型住宅2020のポイント

一次エネルギー消費量

外皮性能

▼みどり野きた住まいる
ヴィレッジ（南幌町）
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道道美唄達布岩見沢線
西10丁目立体交差（岩見沢市）釧路新道暫定２車線供用後の状況 道道札幌恵庭自転車道線（北広島市）

■吸収源対策と気候変動の適応に
関する取組の推進

【環境負荷の少ない交通・物流基盤の構築】

▼交通混雑の緩和 ▼自転車通行空間整備

・交通混雑の緩和のための高規格道路など、環境負荷の少ない交通・物流基盤の整備の促進

【気候変動の適応に関する流域治水等の取組の推進】

【公営住宅の脱炭素化の推進】

・外断熱工法の採用及び
断熱強化

・高効率暖房給湯設備の採用

・ZEH水準を満たす断熱性能・省エネ性能
を採用

北海道消防学校（イメージ図） 古平町中心拠点誘導複合施設
かなえーる

エネルギー消費量は、基準と比べて
省エネにより約54％削減
創エネにより約 2％削減 を目標

Total56% 削減

ZEB Ready

Total78% 削減

エネルギー消費量は、基準と比べて
省エネにより約53％削減
創エネにより約25％削減 を目標

Nearly ZEB 

・公共建築物におけるＺＥＢ化、脱炭素化の
推進に向けて徹底した省エネルギー化と再
生可能エネルギーの導入促進

【公共建築物におけるＺＥＢ化・脱炭素化の推進】

▼道路照明等のLED

【次世代自動車の充電施設の導入拡大】

【伐採木を活用したバイオマス発電】

木材バンク

バイオマス発電

情報提供

：急速充電施設の
カバーエリア

EV充電施設

道の駅「羊のまち 侍・しべつ」
（北海道開発局より提供）

急速充電施設のカバーエリアは、
概ね３０ｋｍとしている。

北海道建設部調べ（R3.6現在）

【ブルーカーボンの拡大に向けた取組の推進】

▼虎杖浜海岸（白老町）

白老町市街

離岸堤整備

・離岸堤の整備にあたり、水産生物の生育
に配慮し、水産協調型ブロックを使用。
・ブロックに海藻類が付着・生育し、ＣＯ２を
吸収・貯留する海藻類の生育環境を創出。

水産協調型ブロック（溝付きブロック）

弁天沼

築堤工
（周囲堤）

安平川

■環境負荷の少ない交通・物流基盤の構築

・太陽光発電設備の設置
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北海道Society5.0の実現

建設産業における様々な課題を解決するため、ＩＣＴ等を活用する
とともに、新技術開発や人材育成などのための支援の充実が必要！

●建設現場における新技術の活用による生産性の向上

・ICT活用工事技術者の研修などに対する支援の継続 【道内全域】

・建設機械導入などに対する支援の継続 【道内全域】

●道路除雪における技術開発の推進

・冬期道路管理における技術開発の推進及び機器導入への支援の充実 【道内全域】

●施設管理や災害時におけるデジタル化の推進

・施設管理におけるデジタル化への支援 【道内全域】

・災害等に備えた体制づくりへの支援 【道内全域】

主な要望内容

◎インフラ分野のデジタル化

【ICTを用いた測量】 【ICTの活用による生産性の向上】
▼地上型レーザースキャナー

（TLS）計測
▼３次元設計データ作成画面 ▼ICT建設機械による施工状況 ▼ＩＣＴ建設機械の操作体験

従来の測量と比較し、作業時間の短縮及び人員削減 重機と作業員の接触事故の危険性の解消や生産性の向上

15

15

26

26 54

210

455

24

42

0 100 200 300 400 500 600 700

ＩＣＴ施工

従来施工

準備工 施工計画 丁張り設置 施工 出来形/検査

592（人日）

275（人日）

▼ ICT技術を用いた測量及び建設機械による作業工数の低減

■建設現場における新技術の活用による生産性の向上

施工状況の確認 指定材料の確認

固定カメラ ウェアラブルカメラ

寸法確認（段階確認）

机上にて、施工状況の
確認や承認・確認等の
監督業務が可能に！

監督職員等

【遠隔臨場による効率化】
※ICT：「情報通信技術」

（Information and Communication Technology）
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■道路除雪における技術開発の推進

障害物位置

前方検知エリア

【道路除雪におけるデジタル化の推進】

オペレーターの高齢化、
担い手確保が困難

デジタル化による生産性向上で

除雪体制を維持

除雪体制の課題

▼マルチカメラシステムの導入

助⼿の「安全確認」をカメラ・モニタが代替し、運転⼿1⼈
体制を⽬指している

▼従来︓運転⼿・助⼿の2⼈体制 ▼将来︓運転⼿の1⼈体制（省⼒化）

①右サイド ②左サイド ③左キャビン ④バック

1

2 3

4

外観

▼ガイダンスシステムの導入

電子国土地図データ

非積雪時画像データ

障害物等位置データ

ＧＰＳデータ

＜ガイダンスシステムの概要＞
電子国土地図や非積雪時画像、障害物位置とＧＰＳデータ
を連動させ、走行位置や障害物位置、積雪下の情報を記録
表示して、運転装置操作をサポート
• 安全性の向上

⇒ 視界不良時に位置情報や非積雪時画像、警告機能
により、障害物の位置や自車位置の確認を可能に
する。

• 作業の効率化
⇒ 熟練オペレータの暗黙知を記録・表示し、経験の

浅い人や土地勘のない人でも作業を可能にする。

GNSSアンテナ
＜ガイダンスシステムの画面表示＞




